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 本展は、15～19 世紀西洋のナチュラルヒスト

リ―（自然誌/博物学）とア―ト(美術/技芸)のつ

ながりに注目し、人間が表わしてきた自然のすが

た・かたち(画像)を紹介する企画である。 

古くから人間は、自然物や自然環境―動物や植

物、肉眼では捉えることができない微小な静物、

地球上の地勢や地質などを記録してきた。 

言葉と絵によって描写された似姿の普及に、近

年の活字と版画などの印刷技術が大きな役割を果

たしてきたことは特筆すべきであり、さらに自然

は美術の霊感源となり、美術の表現手法が自然の

図解に用いられてきたことも見逃せない。 

展覧会では、ナチュラルヒストリ―とア―トの混淆（こんこう：異質なもの

が入りまじること）によって、西洋の紙上に築かれてきた、自然のすがた・か

たちビオト―プ(生息空間)ともいうべき世界を十分堪能することができる。 
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